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巻頭言 「タダより高い物はない」
経営革新委員長　野 々 村  昌 彦

い、あるいは減少傾向にある。新聞を読まない世代
はネットで情報を収集し、ネットで買い物をするこ
とが当たり前の生活になっている。こうした購買行
動は、確かに効率的になったといえる。
したがって、営業のために「足で稼ぐ」仕事は、
ネットで情報を交換する世代にとっては「効率の悪
い昔話」に過ぎないかもしれない。人口減少に伴う
業務の簡便化は急務だが、顔の見えない営業は、ど
ういう人間関係を生むのだろう？
あるいは、仕事はネットに任せて、自由な時間で
より個人的な人間関係を豊かに育むようになるのだ
ろうか。
テレビの状況も同じで、同時的な情報はネットで
確認できる。また、フェイクニュースも含めて、様々
な情報が得られる点は否定できない。令和時代とは、
平成で起こったメディアの変化にさらに拍車がかか
る時代になるのは間違いない。紙の値段の高騰や紙
媒体の削減などを背景に、印刷業界は大きく変化す
るだろう。しかし、だからこそ、
タダより高い物はない、の逆を進み極めるのも一
つの道。少々高く、いい品を届けることができれば、
信頼という値段のつかない価値を得ることはできる
のではないか。

「タダより高い物はない」という諺がある。これは、
一時的には無償であっても、あとで相応の対価を払
うことになってしまう、という戒めである。なぜこ
んな諺を思い出したかというと、印刷業界とネット
情報の違いが、ここにあるのではないかと思ったか
らである。
印刷業界が提供する情報とネット情報の違いは何
だろう。我々印刷業界が代金を頂き情報を提供する
場合、情報の正確さが必須である。それはその後の
信頼につながるわけであり、誤差さえも認められな
い。これに対して、ネット上で交わされる情報は、
同時性、即時性の点で優れていながらも、「フェイ
クニュース」のような誤報によって混乱さえ生んで
しまうことがある。情報提供者がウソの情報を垂れ
流しても、よほど悪質でない限りは責任が問われな
い。だがその情報に振り回された側は、それを信じ
たために高い代償を払う。この場合損をするのは消
費者であり、まさにタダより高い物はないと実感す
ることになる。
情報の精確さを売りにしているのが新聞やテレビ
である。両者は社会に対して精確な情報を提供す
る役割を長年果たしてきた。だが最近、新聞読者
数とテレビ視聴者数が同時に減少している。新聞
は 2011 年以降すべての主要新聞の発行部数が横ば
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□愛印工組・7月期理事会

7月理事会で挨拶をする
細井理事長

愛印工組令和元年度7月期理事会（第2回）が、7月23日15時30
分よりメディアージュ愛知3階会議室において開催された。理事
会では、次期役員推薦会議、全印工連旅費規程改定、総会出席旅
費、各委員会事業、各支部活動、中部地区印刷協議会上期会議など
が審議、報告された。また、新年互例会参加費と会議室利用料金見
直しなども取り上げられ審議された（出席者23名）。

次期役員推薦委員を承認
旅費規定、総会出席旅費
　会議室利用料金など見直し

役員推薦会議
委員長・委員ら11名が決まる

消費税増税で
新年互例会参加費値上げ

理事会は、丹羽邦夫専務理事の司会進行で進められ、冒頭、
挨拶に立った細井俊男理事長は次のように述べた。
「相変わらず印刷需要は厳しい状況にあるが、ネット関係

で若干の需要があるようだ。金山の駅前で“住宅のモデル
ルームを見に来てくれませんか”と、声掛けをしていた人が
いた。滅茶苦茶アナログである。しかし、声を掛けられ実際
に見に行くと、そこで夢と現実が繋がっていく。狭くてもお
洒落な建物で通勤が近ければいい、というのが、今どきの若
い世代の人たちの購入意欲である。これなど、ネットに無い
宣伝の仕方である。デジタルばかりを追うのではなく、アナ
ログも大事にしていかなくてはいけない。印刷物も、いろい
ろな出し方や相手の意欲をわかせ、創造力を生む切っ掛けを
創ることができれば生きていける。

8月は暑くなって稼働時間も少なくなる。俗にいう二八の
月で、厳しいかも知れないが、その分、社内の改革ができると
きでもある。改革をして、新しい戦略をつくり、商売が繁栄で
きれば良いと思う」。

次いで、細井理事長を議長に議案審議に入った。
①組合員数の件
組合員の加入・脱退はなく、増減はなし。
②次期（令和2・3年度）役員推薦会議の件
今後の会議の日程と委員候補が発表され承認された。委員

の方々は次の通り（敬称略）。
●委員長：木野瀬吉孝（木野瀬印刷㈱）
●委員：関谷和宏（不二印刷工業㈱）、江口豊隆（江口印刷

㈱）、田中賢二（神田印刷工業㈱）、野々村昌彦（㈱サクラ印
刷）、冨田章裕（㈱向文堂）、渡邉茂央（㈱平和堂）、森俊一郎（モ
リ印刷㈱）、吉川正敏（㈱ヨシノ印刷）、森亨（豊陽印刷㈱）、水
野順也（㈲水野印刷工芸）

⑤各委員会事業の件
各委員会事業報告は、それぞれの担当委員が行なった（事

業内容については別項参照）。
三役直轄事業・ポスターグランプリ：細井理事長／ゴルフコ

ンペ：木村吉伸副理事長／ブランディング委員会：荒川壮一委
員長／ CSR・ダイバーシティ委員会：酒井良輔副理事長／経
営革新委員会：野々村昌彦委員長／マーケティング・人材育成
委員会：久野彰彦委員長／教育委員会：磯貝健委員長／労務・
新人教育委員会：堀裕史委員長／組織・共済委員会：松本高武
委員長

⑥支部活動の件
支部活動報告は、支部長から報告が行なわれた。（西支部、

西尾支部は欠席）

③旅費規程改定の件
現行では、全印工連の役員会・委員会などに出席する場合

の旅費は支給されていなかった。今回これが改定され、新た
な出張旅費規定が成立した。
【旅費規程】
●東京で開催される全印工連会議の出席旅費…上限

15,000円
●近畿地区で開催される全印工連会議の出席旅費…上限

10,000円
●上記より遠方で開催される全印工連会議の出席旅費…上

限20,000円
●開催地までの公共交通機関の旅費の実費が上記を下回る

場合は、実費を支給する。
●中部地区印刷協議会の出席旅費は、名古屋駅から開催地

までの公共交通機関の料金（実費）を支給する。
●ただし、全印工連またはその他の機関などから旅費を支

給される場合は、当組合からは支給しない。
④通常総会の出席旅費の件
現行では、出席者全員に組合の旅費規定に準ずる金額を支

給している。支給額は、名古屋市内支部の方1,000円、知多・
西尾張・東尾張支部の方2,400円、岡崎・西尾支部の方2,500
円、東三河支部の方4,000円。今回の改定で、これら旅費支給
は廃止されることになった。
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メディアージュ愛知3階会議室利用料金　

【主な実施事業】

東北支部：前﨑正太郎支部長／中村支部：北川毅支部長／中
支部：江口豊隆支部長／熱田支部：鬼頭則夫支部長／東南支
部：田中賢二支部長／知多支部：酒井良輔副理事長／西尾張
支部：森俊一郎支部長／東尾張支部：加藤義章支部長／岡崎支
部：岡田邦義支部長／東三河支部：森亨支部長

⑦報告事項及び連絡事項
新年互例会参加費見直しの件では、消費税増税に伴い下記

のごとく値上げが決められた。
【講演会と祝賀会】組合員13,000円→15,000円、組合員外

16,000円→20,000円（消費税込み）
【講演会のみ】組合員3,000円、組合員外5,000円（据え置き

／消費税込み）
さらに、消費税増税に伴い、メディアージュ愛知3階会議室

利用料金見直しの件が取り上げられ、10月1日からの値上げ
が決まった（新利用料金は別項に掲載）。

次いで、岐阜県で開催された中部地区印刷協議会上期会議
の報告に移り、各分科会活動が詳報された（別項8・9ページ参
照）。さらに、全日本印刷産業政治連盟（全印政連）への加入に
ついて、細井理事長から説明が行なわれ、「加入への協力」が
要請された。

なお、次回理事会は10月31日15時30分よりメディアー
ジュ愛知3階会議室で開催される。

●第10回ポスターグランプリ＝テーマ「輪」、審査委員会9
月20日(金)、作品展10月29日(火) 〜 11月4日(月)愛知県美
術館8階ギャラリー展示室D、表彰式11月2日(土)愛知芸術文
化センター 12階アートスペースA

●親睦ゴルフコンペ＝9月18
日(水)、セントクリークゴルフ
クラブ

●ブランディングセミナー
＝9月26日(木)18時30分〜 20
時、栄ガスビルキングルーム、
講師：小澤歩氏㈲グレイズ代表
取締役

●中小企業経営者と学生との

交流会（愛知県就業促進課主催事業）＝11月15日(金)15時〜
18時、中京大学

●JPPS更新講習会（既に認定を取得している企業対象）＝
9月6日(金)13時30分〜 15時30分、メディアージュ愛知、講
師：金子一美氏SME Support代表

●環境推進工場登録更新講習会（既に登録している企業対
象）＝9月12日(木)13時〜 17時、メディアージュ愛知、講師：
寺田勝昭氏P&Eマネージメント代表

●経営セミナー「急変する日本社会と反映した日本」＝9月
10日(火)18時30分〜 20時、ウインクあいち、講師：武田邦彦
氏中部大学特任教授

●印刷の後加工セミナー「製本現場から見た製本加工の変
化と製本会社の役割」＝8月30日(金)18時30分〜 20時30
分、メディアージュ愛知、講師：中澤美郎氏㈱渋谷文泉閣営業
部課長代理

●印刷技能検定オフセット印刷作業【学科試験対策学習会】
＝8月24日(土)13時〜 17時、メディアージュ愛知、講師：1級
古田正宏氏、2級髙木茂男氏

●印刷営業講座及び印刷営業技能審査認定試験＝10月4日
(金)、5日(土)、11日(金)、12日(土)、メディアージュ愛知

●断裁機取扱者特別教育「実技教育」＝9月7日(土)、13時〜
16時、名古屋紙商事㈱小牧配送センター

●永年勤続優良従業員表彰＝11月1日(金)、各事業所、表彰
①愛知県知事表彰、②全印工連会長・愛印工組理事長表彰

●令和2年度新年互例会＝令和2年1月15日(水)、新春講演
会15時30分〜、新年互例会17時20分〜、名古屋観光ホテル

C3080広告【サイズ：（H）64×（W）170mm】

媒体名：「あいちの印刷」5月号

PPG営業統括部
西日本営業統括部  営業1部

〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15 三井住友海上名古屋しらかわビル11F
TEL.052-229-4624　 http://konicaminolta.jp/pr/odp

インテリジェントクオリティオプティマイザー［IQ-501］※1に
より、色管理・表裏見当調整を自動化。印刷中も高品質を
保つリアルタイム監視・補正機能や自動プロファイル作成
機能、さらにリアルタイム自動検品機能※2も備え、スキルレス
かつ最小限の工数で高品質な印刷物を安定提供できます。

高精度な検品を自動で行い、作業の省人化や品質トラ
ブルの低減を実現します。

スキルレスオペレーションを実現する
プロダクション印刷システム

Less human touch & Less human error

※1：オプション　※2：IQ-501の他に追加でオプションが必要です。
※写真はC3080にオプションを装着したものです。

リアルタイム自動検品機能搭載※2

組合員Aには、組合員、名古屋而立会及び会館入居テナント、組合員Bには、賛助会員、日本印刷学会中部支部
及び愛知県印刷産業団体連絡会の会員団体の利用を含む。ただし、名古屋而立会の利用で組合に関する事業
の場合は無料とする。
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■愛知県内の工業（従業員4人以上の事業所）〜平成30年工業統計調査結果〜

製造品出荷額41年連続全国1位
印刷・同関連産業の製造品出価額3,228億円

■事業所数は2年連続減少
愛知県下における事業者数は、1万5,576事業所（前年比

294事業所減）となり、2年連続の減少となった（全国2位）。
業種別では、金属製品が2,189事業所と最も多く、次いで、

生産用機械2,172事業所、輸送機械1,741事業所、プラスチッ
ク1,420事業所、食料品1,160事業所の順になった。

前年に比べ、増加した業種は、電気機械6事業所増、情報通
信機械6事業所増、はん用機械5事業所増など6業種。一方、減
少した業種は、繊維57事業所減、印刷業と生産用機械37事業
所減など18業種が減少している。
■従業者数は5年連続増加
従業者数は84万6,075人（前年比1万7,998人増）となり5

年連続の増加となった（全国1位）。1事業所当たりの従業者
数は、県平均で54.3人と全国平均40.9人を13.4人上回って
いる。

これを業種別にみると、輸送機械が32万7,581人と最も多
く、次いで、生産用機械6万7,847人､ 食料品6万4,398人、金
属製品5万5,276人、プラスチック5万4,981人の順。   

前年に比べ増加した業種は、輸送機械１万1,627人増、電気
機械2,240人増、食料品1,806人増など12業種。一方、減少し
た業種は、繊維568人減、業務用機械414人減、情報通信機械
318人減など12業種。 
■製造品出荷額等は2年ぶり増加
製造品出荷額等は46兆9,681億円［前年比2兆591億円増

（＋4.6％）］となり、2年ぶりの増加となった（全国1位）。

業種別では、輸送機械が26兆4,731億円と最も大きく､ 次
いで、鉄鋼2兆3,223億円､生産用機械2兆2,535億円、電気機
械2兆2,498億円、食料品1兆6,514億円の順。 

前年に比べ増加した業種は、輸送機械1兆 2,706 億円増、
鉄鋼 2,828 億円増、生産用機械 1,704 億円増など15業種。
一方、減少した業種は、業務用機械 387 億円減、プラスチッ
ク 236 億円減、電子部品 152 億円減など9業種。

■1事業所当たりの製造品出荷額等は、29億9,712万円と
なり、前年に比べ1億9,862万円の増加となった。

これを業種別にみると、輸送機械が152億9,724万円（前年
差7億9,418万円増）と最も大きく、次いで石油・石炭146億
4,730万円（同52億4,516万円増）、化学55億9,900万円（同
2億4,421万円増）など8業種が、県平均29億9,712万円を上
回った。一方、家具・装備品は3億5,884万円（同402万円増）､
繊維3億8,743万円（同3,301万円増）、印刷4億8,100万円（同
1,162万円増）など16業種が県平均を下回った。 

■従業者1人当たりの製造品出荷額等は5,518万円とな

愛知県県民文化局県民生活部統計課では、平成30年工業統計
調査結果（確報）から愛知県集計（従業員4人以上の事業所）を行な
い公表した。それによると、製造品出価額、付加価値額、従業者数
が全国1位、事業所数は大阪について2位になった。
調査結果は、統計課ホームページ「Web統計あいち」で検索が

できる。

全国における愛知県工業
の位置（従業者4人以上の
事業所）

愛知県の製造品出荷額等の産業分類特化係数
（特化係数が1.00のときは全国の構成比と同じになり、1を超えて数値が
大きくなるほど、その産業の比重が高いとを示している）
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り、前年に比べ154万円増加した。
これを業種別にみると、石油・石炭が5億8,948万円（前年

差2億1,402万円増）と最大きく、次いで、飲料・飼料8,552
万円（同68万円増）、化学8,425万円（同326万円増）など、8
業種が県平均5,518万円を上回った。一方、繊維は1,957万円

（同115万円増）､ 皮革製品2,092万円（同456万円増）､ 印刷
2,094万円（同28万円減）など、16業種が県平均を下回った。 

■製造品出価額等を愛知県内の市町村別でみると、豊田市
（14兆5,903億円）、名古屋市（3兆4,904億円）、岡崎市（2兆
3,453億円）、安城市（2兆2,840億円）、田原市（1兆9,992億
円）の順になった。
■付加価値額は2年ぶりの増加
付加価値額は13兆6,416億円（前年比6,663憶円増）と、2

年ぶりの増加となった。これは全国の付加価値額の13.2％を
占め、昭和60年以来33年連続の全国1位である。

業種別にみると、輸送機械が7兆218億円と最も大きく､ 次
いで、生産用機械8,940億円、電気機械7,899億円、金属製品
6,038億円、プラスチック5,513億円の順になる。

前年に比べ増加した業種は、輸送機械2,519億円増、石油・
石炭1,667億円増、電気機械1,069億円増など9業種。一方、減
少した業種は、飲料・飼料116億円減、プラスチック101億円
減、電子部品92億円減など12業種。 

■従業員1人当たりの付加価値額は、1,612万円となり、前
年に比べ45万円の増加となった。 

 これを業種別にみると、重化学工業に属する業種で主な
ものは、石油・石炭2億342万円、化学
3,054万円、業務用機械2,261万円、輸送
機械2,144万円などとなり、一方、軽工
業に属する業種で主なものは、飲料・飼
料2,896万円、ゴム製品1,364万円、印刷
841万円、皮革製品595万円、繊維689万
円、家具・装備品779万円などである。

■付加価値額を愛知県内の市町村別
でみると、豊田市（3兆8,077億円）、名古
屋市（1兆1,913億円）、安城市（7,461億
円）、田原市（6,118億円）、岡崎市（5.867
億円）の順になっている。

●身近な催し物のお知らせ 令和元年8月10日以降の事業

開催日時 事業・行事、場所、備考

8月30日（金）
 18時30分〜

事 業 名 印刷後加工セミナー（マーケティング・人材育成委員会）
講 師 渋谷文泉閣　様
場 所 メディアージュ愛知　3階会議室
参 加 費 組合員＠1,000円、組合員以外＠2,000円
定 員 40名／先着順に受付、定員に達し次第締切ります。

9月6日（金）
 13時30分〜
　15時30分

事 業 名 ＪＰＰＳ更新講習会
場 所 メディアージュ愛知　3階会議室
備 考 既に認定を取得している企業対象

9月7日（土）
 13時〜

事 業 名 断裁機取扱者特別教育【実技講習】
場 所 名古屋紙商事㈱　小牧配送センター　（西春日井郡豊山町）
参 加 費 組合員＠8,640円、組合員以外＠16,200円（テキスト代　別途）
備 考 定員超過につき締切り済み

9月10日（火）
 18時30分〜

事 業 名 経営セミナー（経営革新委員会）
「急変する日本社会と繁栄した日本」

講 師 武田 邦彦 氏／中部大学　特任教授
場 所 ウインクあいち　1001会議室
参 加 費 組合員＠4,000円、組合員以外＠5,000円
定 員 140名／先着順に受付、定員に達し次第締切ります。

9月12日（木）
 13時〜 17時

事 業 名 環境推進工場登録更新講習会
場 所 メディアージュ愛知　3階会議室
備 考 既に登録している企業対象

9月18日（水）
事 業 名 愛印工組組合員および関連業者様　親睦ゴルフコンペ
場 所 セントクリ―クゴルフクラブ（豊田市）

9月26日（木）
 18時30分〜

事 業 名 ブランディングセミナー（ブランディング委員会）
「選ばれて儲かる仕組み作りは、自社アピールから!!」

講 師 小澤 歩　氏／ブランディング･販売コンサルタント
　　　　　　 ㈲グレイス　代表取締役

場 所 栄ガスビル　キングルーム

参 加 費 ○組　合　員：一人目＠4,000円、二人目以降＠2,000円
○組合員以外：一人目＠5,000円、二人目以降＠2,000円

定 員 100名／先着順に受付、定員に達し次第締切ります。

事業所数の業種別構成比（％） 製造品出荷額等の業種別構成比（％）
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【分科会報告】

■経営革新・マーケティング分科会／出村明委員長（石川県
工組副理事長）

事業承継における事業承継センターの利用促進において、
全印工連全体では50件、中部地区協では5件のノルマが与え
られた。1県1社を目標に置く。事業承継のガイドブックが昨
年刊行されたが、まだ行き渡っていないところも多々あるの
で、購入数の少ない県に関しては購入をお願いする。

経営イノベーション事業では、「7Keys，5Doors」のセミ
ナーを開催しているが、発表当初より時間が経過し、バー
ジョンが上がり内容が濃くなっている。改めて取り組みをお
願いする。若い人達を対象にした「勝ち残り合宿ゼミ」を行な
う。来年2月に埼玉県戸田にある㈱ウエマツの工場見学を含
め実施予定である。

新しく経営革新委員会ではAIを利用した印刷業の取り組
み方を研究していくことになり、1年間を掛けて事業を形に
していく。共創ネットワーク通信は、今年度からメーカーや
ベンダーからの情報提供も行なっていく。

今年度は、新たに「印刷業における下請け適正取引等の推
進のためのガイドライン」に取り組み、下請けに対する取引
を正常化していく。元請け会社からの無理難題や理不尽な取
引が無いよう対策を練って行きたい。不適切な取引で困って
いることがあれば、是非、情報を寄せていただきたい。
■環境・労務分科会／伊藤誠司委員長（三重県工組専務理事）
時間外労働の上限規制が大手企業では本年4月から施行さ

れているが、中小企業では来年4月より施行される。時間外労

働の上限は原則、月45時間、年間360時間となる。臨時的に
限度時間を超える場合は、36協定に具体的な業務内容の明記
が必要となり届出も必要となる。ただし、限度時間を超える
場合でも年間720時間以内、時間外労働と休日労働の合計時
間が月100時間未満、かつ2 〜 6 ヶ月の平均が80時間以内、
時間外労働が月45時間超え年6 ヶ月限度となる。これまで以
上に労働者一人ひとりの労働時間の管理が求められる。

厚生労働大臣の認可公益法人中央労働安全防止協会で、労
働災害死傷病者数の減少を目的とした「安全衛生サポート」事
業を行なっている。個別支援では、専門家が事業場や作業現
場などを訪問し、作業現場の安全状態や作業方法の改善、安
全衛生水準の向上のためのアドバイスを行なってくれる。全
て無料なので利用していただきたい。

環境認証は、グリーンプリンティング（GP）、環境推進工場
登録、ISO14001取得支援事業（NetEMS）の3つの認証支援
を行なっている。環境推進工場登録は、5社以上12社以内で
講習会の開催ができる。集まらない場合は隣県組合での共同
開催も可能で、比較的取り組み易い制度である。GPを目指
す前段階にもなる。また、ISOも安価で通常より短い期間で
取得できる。マニュアルや規定保存、一部文書の審査がイン
ターネット上で行なえるので検討していただきたい。

VOC警報器について、使用方法が不明との声が寄せられ
ている。全印工連のホームページから使用マニュアルがダウ
ンロードできるので検索していただきたい。この警報器は、
使用期限が2年となっているので確認をお願いしたい。更新、
買い替え時に行なったアンケートでは、“導入して良かった”
との声が多数寄せられている。従業員の健康を守る上でも
VOC警報器の導入をお奨めしたい。

今年度の数値目標で、中部はVOC警報器17台、GP認証2
社、環境推進工場登録5社が目標となっている。従業員の健康
対策に有効なので是非導入をお願いする。
■組織・共済分科会／須垣貴雄委員（富山県工組副理事長）
組合員の減少が目立ってきている。分科会でも組合員を増

やす、あるいは減少させないための方策について協議が行な
われたが、組合への加入促進としては、例えば、印刷関連業者
が印刷の業態に進出している会社などがターゲットになる。

全日本印刷工業組合連合会（全印工連）・中部地区印刷協議会
（岐阜県会議）が、6月14日岐阜市の岐阜グランドホテルにおい
て、中部5県の印刷工業組合役員と全印工連滝澤光正副会長ら約
60名が出席し開催された。席上、令和元年事業計画が報告され、
ブランドスローガン「Happy Industry　人々の暮らしを彩り幸
せを創る印刷産業」のもと、組合活動活性化への取り組み、働き方
改革の啓蒙、魅力ある印刷産業の構築」など、令和新時代への展開
が示された（全体会議は前号に既報）。今月号では、各分科会の報
告を行なう。

経営革新・マーケティング
分科会／出村明委員長

環境・労務分科会／
伊藤誠司委員長

組織・共済分科会／
須垣貴雄委員

■全印工連／中部地区印刷協議会上期会議（岐阜県会議）

令和元年事業計画「Happy Industry」のもと、
各事業を展開
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また、各県には支部があるがので、支部のメリットを意識し
たイベントの開催や支部の企業にマッチしたセミナーも開催
していく必要がある。

生命共済の促進では、今年度は岐阜県工組と石川県工組が
重点工組となる。重点工組では積極的に動いていただきた
い。ただ共済事業は、重点工組だけでなく47都道府県全体が
取り組むべき事項である。加入については、ターゲットを明
確にして、社数より人数を増やすことを重点的に行なってい
くべきだと思う。生命共済制度の全国の加入率が35％（現状
約30％）が全国目標である。
■教育・研修分科会／小川優二委員長（岐阜県工組副理事長）
平成30年度技能検定プリプレス職種（DTP作業）について、

中部地区は、受験者数、合格者数ともに全国的にも見ても常
に先頭を走っている。これから先もこの地位を奪われること
が無く、しっかり維持をして、模範となるような地区であり
たい。印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験については、
講師の先生が引っ張りだこで、スケジュールを組むのが難し
いということである。しかし、多くのニーズがあるので講師
を増員し、多くの会場で実施できる方向で考えていただきた
い。講座、試験などについて、開催したいが一定の人数を確保
することができず収支が合わない、との県工組がある。こう
した事情がある所では、隣県と連携をとりながらメリットを
受けることが進められる。
■取引公正化分科会／飴徹委員長（富山県工組副理事長）
昨年11月に各製紙メーカーから一斉値上げの報道があっ

たが、各県、値上げ、紙の品薄、そして再生紙の生産停止につ
いて情報交換を行なった。環境省がグリーン購入法の柔軟な
対応をするとの通達で、各県工組とも、県や市に対し説明や
要望を行ない、理解を得ている。官公需の再生紙代替品の使
用を認めることが進んでいる。日経新聞がこうした問題に対
しての記事を掲載しているが、富山県においても、北日本新
聞社に依頼し記事を載せた。値上げや紙の品薄、再生紙問題
に関しては、地元の皆さんに理解してもらう活動を通じで、
環境づくりに努めていかなくてはならない。

4月から5月に実施された官公需アンケート調査の結果に
関して、各県の状況を確認した。各県とも定期的に年数回の
意見交換会を地元の議員の力を借りて行なっている。また、
三重県の良い事例として、組合支部で「印刷の手引き」という
冊子をつくり、「印刷の仕様書の記載方法について」という仕
様書の作成を市から委託を受け作成。それによりトラブルが
大変減り、他の市でも同じ仕様書を使いたいということで、

横展開をしていく事例があった。
富山における県や市の仕様書には、未だ不適切なものもあ

る。一方、地道な活動によって改善された仕様書もあり参考
に供した。下期会議では、各県の仕様の事例を持ち寄り、情報
共有を行なうことで改善活動の参考にする。

先日、「官公需における知的財産権の取り扱い」の冊子の改
訂版が刊行された。内容に関しては、今後、著作権譲渡という
形よりもバイ・ドール契約という制度を活用して取り引きを
していくというもので、これに関しては、委員会のメンバー
の手元に届き次第、各自治体を回り、説明と要望を出す活動
をしていきたい。

※産業技術力強化法第19条（日本版バイ・ドール制度）は、
国等の委託研究開発（国立研究開発法人等・大学共同利用機関
法人を経由した間接委託を含む）について、開発者のインセ
ンティブを増し、研究開発成果の普及を促進するため、米国
のバイ・ドール法を参考として、国等の委託研究開発に関す
る知的財産権を受託者（民間企業等）に帰属させることを可能
としたもの。
■理事長会／濱尚理事長（富山県工組）
組合事業メリット一覧表が各県工組に送られている。ここ

には、例えば、共済であればこうしたメリット、制度があると
いう一般的なことが書いてあり、最後に各県工組ごとに、そ
れぞれの会社がどれだけメリットを受けているかが載ってい
る。これを組合加入メリットの議論のツールにしていただき
たい。これは新規入会のためのツール、また、脱退を止めるた
めのツールというスタンスもある。

各県工組における活動状況、特に用紙動向については、
それぞれで異なる部分はあるが、総じて年度末までは忙し
く、紙が無いという状況が続いていた。しかし、ゴールデン
ウィークがあけてから少し落ち着いている。一部の銘柄に
よってはまだ入手困難が続いている状況である。

その他、石川県工組では印刷会館が新しくなり、8月末に事
務所開きをしてスタートする。ポスターグランプリは今回で
10回目になる。テーマは「輪」で8月から応募開始をする。こ
のポスターグランプリは東北ブロックが先に行なっており、
今年で20回になる。こうした取り組みを各県で行ない、全国
大会レベルを行なってはどうかとの意見もある。また、ポス
ターグランプリ以外に、地元の子供たちや一般の人向けにPR 
する活動、例えば、夏休みの自由研究に印刷を取り上げても
らい、実際に自分の描いた絵を印刷物にしていく過程を知っ
てもらう、などの活動ができないかという声もある。

教育・研修分科会／
小川優二委員長

取引公正分科会／
飴徹委員長

理事長会／
濱尚理事長
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印刷産業から5社選定
ユーメディア／進和ラベル印刷／ウエマツ／大川印刷／
ミヤギパッケージ

中小企業庁は、ITサービス導入や経営資源の有効活用などに
よる生産性向上、積極的な海外展開やインバウンド需要の取り込
み、多様な人材活用や円滑な事業承継など、様々な分野で活躍し
ている中小企業・小規模事業者を「はばたく中小企業・小規模事業
者300社」として選定した。300社のうち印刷産業からは、生産性
向上分野で㈱ウエマツ（福田浩志社長）、進和ラベル印刷㈱（晋道
純一社長）、需要獲得分野で㈱大川印刷（大川哲郎社長）、㈱ミヤギ
パッケージ（宮城宮城通治社長）、担い手確保分野で㈱ユーメディ
ア（今野均社長）の5社が選ばれた。以下に選定ポイントを紹介す
る。さらに、詳細はHPページで検索ができる。なお、選定された
300社とは別に、「はばたく商店街30選」も同時収録されている。

中小企業庁では、選定企業300社を収録した
冊子を作成。また、HPページにも掲載されて
おり検索ができる。

□「はばたく中小企業・小規模事業者300社」

「生産性向上」、「需要獲得」、「担い手確保」
3つの分野で評価

同社は、1960年に印刷会社として創業した。印刷業界の需
要縮小の中、新事業進出のため、自社主催イベントや観光事
業開発、IT戦略・Web部門拡大を図るメディアプロモーショ
ン事業を展開。主催するプロモーション事業を増加させるこ
とで受託業務依存からの脱却を実現した。主催事業を推進
するために、多様な経験や知見を持つ社員が必要であったた
め、育児・介護などの「時間制約のある社員」の戦力化を目標
に掲げ、全社員で取り組む「働き方改革」を促進。「ワークイノ
ベーション委員会」の設置やリモートワークの導入などを通
じて、「働き方を誇れる成長企業NO.1」を目指している。

全社員参加型で進められる人材育成教育。毎月1回開催さ
れる勉強会「U-LaB」では、社員が講師となり、教える側も教
わる側もそれぞれの立場で学ぶことを目的としている。ま
た、「経営活性化部会」の組織や、個人の基礎力を高めるため、
UCDA認定、印刷技能士、ウェブ解析士などの資格取得を推
奨、受講料の補助も行なっている。

■所在地：宮城県仙台市若林区土樋103
■TEL ／ FAX：022-224-5151 ／ 022-714-8313
■URL：https://www.u-media.jp/
■代表者：今野均代表取締役社長　
■設立：1960年
■資本金：6,000万円
■従業員数：135人

同社は、農産物や食品加工品・家庭用品・工業製品・化粧品・
医薬品など、多岐にわたる分野で使われるラベルの製造・販
売をしている企業。製品はシール・ラベル印刷に特化してお
り、世界が認める印刷技術とデザイン力を有する。その技術
力の高さは様々な受賞歴が証明している。全日本シール印刷

■㈱ユーメディア
自社主催のプロモーション事業に注力　
受託依存からの脱却「働き方を誇れる」企業へ

■進和ラベル印刷㈱
山形県から世界レベルの技術で
ブランド企業を目指す“喜働集団”
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1952年創業し60年以上にわたって、沖縄の包装、梱包資
材を手がけてきたパッケージ会社であり、お客様のニーズに
応える環境整備のため、2007年には本社工場機能を移転。箱
だけに限定せず、包装関連全般を手掛け、企画やプロデュー
スまでのすべてをトータルプロデュースし、顧客の商品の個
性を最大限に引き出すデザインと機能性で段ボールやシー
ル、ポスターなど多くの商品を取り扱っている。

強みであるデザイン性やユニークなパッケージ技術力と、
ものづくり補助金で導入した3D加飾加工機。さらには、外注
を頼りにしていた箔押しやニス盛、金箔加工などを内製化。
より細やかなデザインを高付加価値商品として提供すること
を可能にしている。

■所在地：沖縄県豊見城市豊崎3-30
■TEL ／ FAX：098-851-1185 ／ 098-851-2185
■URL：http://mp1185.jp/
■代表者：宮城通治代表取締役
■設立：1972年
■資本金：3,623千円
■従業員数：98人

協同組合連合会主催の「第27回シール・ラベルコンテスト」で
は最高賞である「経済産業大臣賞」を受賞。その他、「世界ラベ
ルコンテスト」でも最高賞の「Best of the Best」を2度受賞
している。

デザインは6名の社員で構成された「デザイン制作室」が担
う。顧客の要望に柔軟に対応する秘訣は、幅広い年齢層の知
恵を結集。定年後も65歳まで再雇用の形で働くことを可能
にした結果、60歳以上の社員が技術の継承を行なうほか人手
不足の役割を果たしている。これまで培ってきたノウハウと
若い感性の融合が品質と独自性を支えている。

■所在地：山形県上山市蔵王の森10
■TEL ／ FAX：023-672-7577/023-673-2019
■URL：https://shinwalabel.co.jp/
■代表者：晋道純一代表取締役社長
■設立：1987年
■資本金：3,000万円
■従業員数：62人

1881年創業の老舗印刷メーカー。国連が採択したSDGs
（持続可能な開発目標）に着目、印刷業を通じた社会課題解決
に注力。自社の印刷事業で年間使用する電気・水道・ガス・車

両燃料によって排出されるCO2を、政府のJ-クレジットを
活用しゼロ化した「ゼロカーボンプリント」、違法伐採による
材料の不使用を第三者認証しているFSC森林認証紙や、ノン
VOCインキ（石油系溶剤0%）の使用など、環境負荷低減に特
化した「環境印刷」を行なうことで、高付加価値・適正価格の
サービスを提供。ESGに関心の高い外資系企業などとの新規
受注獲得を実現している。

同社では、社内外にSDGsへの関心を高める取り組みを行
なっており、プロジェクトチームを立ち上げるなど、内部組
織力強化を図っている。また、社外では「SDGsを忘れないメ
モ帳」を開発するなど、認知度拡大を目指している。

■所在地：神奈川県横浜市戸塚区上矢部町2053
■TEL ／ FAX：045-812-1131 ／ 045-812-1135
■URL：https://www.ohkawa-inc.co.jp/
■代表者：大川哲郎代表取締役社長
■設立：1881年
■資本金：2,000万円
■従業員数：41人

昭和33年創業の枚葉オフセット印刷業者。パンフレット・
カタログなど一般商業印刷を得意とする印刷受託専門業者と
して、高品質、短納期、多ロット対応可能な生産能力を有し、
取引先の大半が大手・中堅の同業者であるなど、業界内で抜
群の知名度を有する。積極的に最新鋭の設備投資を実施し戸
田工場は第12回印刷産業環境優良工場表彰にて経済産業大
臣賞を受賞。「印刷業界のファンドリー」として、事業拡大を
進めている。

同社の人材活用における特徴としては、全員参加型経営が
浸透していることである。毎年1泊2日で開催されるリーダー
シップミーティング（全員参加型の会議）のほか、各部署で毎
月・毎週ごとに会議が設定されている。こうしたことで、社員
全員が経営意識を持ち、全社として生産性向上を目指す意思
統一が図られている。

■所在地：東京都豊島区南長崎3-34-13
■TEL ／ FAX：03-3953-1101 ／ 03-3953-0557
■URL：http://www.uematsu-p.com/
■代表者：福田浩志代表取締役
■設立：1958年
■資本金：10,000万円
■従業員数：160人

■㈱ミヤギパッケージ
付加価値の高いオリジナル自社商品を開発
海外販路の開拓並びに販売体制の構築

■㈱ウエマツ
印刷業界のファンドリーとして成長
厳しい経営環境下における勇気ある挑戦企業

■㈱大川印刷
印刷事業に「環境」という付加価値
SDGs を経営に取り入れた先進企業
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■等しく情報を伝えるために
人は情報の87％を視覚から得ているといわれており、身

の回りにはテレビや新聞、雑誌や書籍、インターネットやサ
イン（看板・掲示物）など、目で見るメディアがあふれている。
そんな多様化する情報社会では、伝えたい情報、伝えるべき
情報が伝わらない場合がある。例えば、印刷メディアに対し
ての不満を挙げてみると、「①文字が小さい、②英数字が紛ら
わしい、③画数の多い漢字が潰れている、④文字・行間が詰ま
り過ぎ、⑤濁音と半濁音の区別が付かない、⑥背景と文字が
同系色で読みにくい、⑦色が多すぎる」などがある。

また、情報受信にハンディキャップのある人が約3.5人に
1人存在する。こうした人たち、例えば、高齢者・弱視者は、白
内障や低視力により文字や色がぼやける。肢体不自由者は、
情報を得る方法が少なく制限されている。視覚障害者は、区
別がつきにくい赤と緑や青と紫などの配色がある。子供・外
国人は、難しい漢字や表現では理解できないなど、ハンディ
キャップによる情報への関心の違いが分かる。

より伝わりやすくするためにはどうすればいいのか、その
一例を挙げると、「①文字は小さくても潰れにくいUD書体を
使用、②隣り合う色が区別しやすいよう罫線で区切る、③判
別しやすくするため色に明度差をつける、④グラフ作成の場
合凡例を避けグラフに直接文字を書き込む、⑤色名を表記す
ることでコミュニケーションが取りやすくなる」などを挙げ
る。いずれにしても、より多くの人に正しく、理解しやすい
情報を伝えるためには、「読みやすく」、「見やすく」、「使いや
すい」を念頭に置き、印刷物を作成する必要がある。それがメ
ディア・ユニバーサルデザイン（MUD）になる。

■MUDの5原則

ユニバーサルデザインの考え方を取り入れ、「具体化する
に配慮すべき点」を挙げたのがメディア・ユニバーサルデザイ
ン5原則になる。
（１）伝わる＜Accessibility（アクセシビリティ）接近容易

性＞見えない、読めない、手に入らないなど、情報の入手を妨
げる要因を取り除く工夫をする。
（２）便利＜Usability（ユーザービリティ）使いやすさ＞よ

り快適に、より便利に、無駄なく使えるような、使いやすさの
工夫をする。
（３）わかりやすい＜Literacy（リテラシィ）意味の伝わり

やすさ＞内容がより理解しやすものとなるよう言語、表現、
構成による工夫をする。
（４）かっこよさ＜Design（デザイン）情緒に訴える＞感覚・感

性に訴え、行動を誘発するデザインによる工夫をする。
（５）やさしさ＜Sustainability（サステナビリティ）環境対

応と持続可能性＞人にやさしい製品は、環境にもやさしくな
ければ、本質的に人にやさしくはない。印刷物や包材の環境
対応もMUDには必要。

■MUD教育検定
「障害者差別解消法」という法律ができ、顧客サービスをと

もなう所、例えば、行政関係の窓口業務で、案内板が見づら
いとか内容がよくわからないなど、利用者が不自由と感じた
ら是正しなくてはならなくなった。また、MUDといえば、色
を主体として文字などが先行してきたが、来年は東京オリン
ピック・パラリンピックがあり、25年には大阪万博、その翌年
にはアジア大会が開催される。国際化の波の中で、高齢者と色
弱者に向けての動きが顕著になって来ている。

こうした中で関心を高めているのが、MUD教育検定
（MUD協会主催）である。ただ、印刷業界ではなくサービス業
界などからの受験生が多い。資格を持つことは自分自身の武
器として役に立つので、印刷界からの受検が多くなることを
期待したい。ちなみに、平成30年12月現在の合格者数を示し
た。MUD教育検定3級合格者数3,871名（内愛知県合格者数
349名）、MUD教育検定2級合格者数160名（内愛知県合格者
数12名）である。　　※NPO法人MUD協会事務局

http://www.media-ud.org

愛印工組では、6月10日メディアージュ愛知において、毎
年恒例となった「MUDセミナー」を、愛知県、（公財）あいち産
業振興機構の後援を得て開催した。講師は、MUD協会の理
事を務める鳥原久資氏（愛印工組副理事長、㈱マルワ社長）が
務めた。鳥原講師は、「視覚情報のユニバーサルデザイン〜
CSR活動と顧客満足度の実現の一助として〜」をテーマに、
メディア・ユニバーサルデザイン（MUD）の基本的なことに
触れながら、「より多くの人に正しく情報を伝えるためには、
読みやすく／見やすく／使いやすい、ことが必要である」と
MUDのポイントを説いた。

視覚情報の
ユニバーサルデザイン

□愛印工組MUDセミナーより

〜CSR活動と顧客満足の
　　　　実現の一助として〜

（上段写真はMUDセミナー会場。立っているのは、講師を務めた
鳥原久資MUD協会理事／愛印工組副理事長／㈱マルワ社長）
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■中小企業が中小企業施策を利用する際の手引書

「中小企業施策利用ガイドブック」

きる各種制度の概要を紹介した2019年度「中小企業施策利
用ガイドブック」が刊行された。

□ガイドブックの構成
【中小企業支援施策】
①経営サポート：技術力の強化／創業・ベンチャー支援／経

営革新支援／新たな事業活動支援／知的財産支援／再生支援
／雇用・人材支援／海外展開支援／取引・官公需支援／経営安
定支援／小規模企業支援

②金融サポート：融資制度／保証制度
③財務サポート：税制／会計／事業承継
④商業・地域サポート：商業・物流支援
⑤分野別サポート
⑥相談・情報提供：中小企業支援センター

【問い合わせ一覧】
官公庁・支援団体など
■ガイドブックの入手方法
ガイドブックは、中小企業庁HPページからダウンロードで

きる。また、印刷版は、各地域の経済産業省、商工会、商工会
議所、中小企業団体中央会、中小企業支援センターなどで入
手ができる。

中小企業庁HPページ
https : / /www.chusho .met i . go . jp/pamf ie t/

g-book/2019/index.html
中小企業庁広報相談室　TEL03-3501-1709中小企業庁から、経営改善・資金繰り支援策・震災対策な

ど、中小企業者が施策を利用するための手引書として利用で

既にご案内のように、今年度も「永年勤続優良従業員」表彰
を実施します。申し込みを希望される事業所は、申請締め切
りが9月5日となっていますのでお急ぎください。募集案内
を改めてお知らせ致します。

◆表彰日：令和元年11月1日（金）
◆表彰場所：各事業所

【表彰の種類と被表彰者の資格】
①全日本印刷工業組合連合会会長・愛知県印刷工業組合理

事長表彰（10年以上勤続優良従業員）⇒同一事業所に10年以
上勤務し、事業主が優良と認めてこれを申請した者。

②愛知県知事表彰（15年以上勤続優良従業員）⇒愛知県内
の同一事業所に15年以上勤務し、この間優良従業員として前
項（10年以上）の表彰を受けたもので、事業主が推薦書を提出
し県知事の審査に合格したもの。

◆事業主負担金（税込）
①会長及び理事長表彰（10年以上表彰者）：1人につき

11,500円。
②県知事表彰（15年以上表彰者）：1人につき13,000円。
◆被表彰者には、賞状並びに記念品の祝菓子が贈られま

す。
◆申し込み方法
①会長及び理事長表彰、②県知事表彰の申し込みは、専用

の申し込み用紙に必要事項を記入・捺印の上、事務局に提出
してください（①はFAXでの申し込みが可能ですが、②は郵
送になりますのでご注意ください）。申し込み用紙は、組合
ホームページからダウンロードできます。①、②共に9月5日

（木）までに負担金を納入の上申し込んでください。
※その他詳細はTEL052-962-5771まで。

20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

お知らせ

■「永年勤続優良従業員」募集案内
申請締め切りは9月5日（木）
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名古屋支店　〒460-0022  名古屋市中区金山1-12-14
金山総合ビル7F　　

　TEL 052-331-1515（代表）  FAX 052-331-1171（代表）
本　　　社　〒114-0012　東京都北区田端新町2-7-15
　TEL 03-3893-5151（平版インキ営業本部）

訃　報

編 集 だ よ り

「第10回ポスターグランプリ」作品募集

　愛知・岐阜・三重・石川・富山 5県の

印刷工業組合及び愛知県印刷協同組合が主

催する「第 10回ポスターグランプリ」の

締切がまじかに迫ってきました。10 回の

節目だけに昨年を上回る応募を期待したい

ものです。応募要項を再度ご案内します。

　▼対象／ポスター

　▼テーマ／「輪」・幅広いジャンル、豊

かな発想と斬新な表現のポスター（ビジュ

アル・キャッチコピーを含む作品）を募集

　▼応募期間／ 8月 20 日 ( 火 ) 〜 9 月 7

日 ( 土 )12 時必着。

　▼応募資格／愛知県、岐阜県、三重県、

石川県、富山県在住、または同 5県内の

会社、大学（大学院、短期大学を含む）、

専門学校、高等学校（高等専門学校を含む）

に在籍している個人。

　▼応募部門／一般の部（プロ・アマ不問）、

大学生・専門学校生の部、高校生の部。

　▼応募作品／未発表の作品、1人 1点、

印刷可能なものに限る（電磁媒体CG又

は手描きによるもの、色彩表現は自由）。

　▼サイズ／・一般の部…B１判、縦型、

発泡パネル貼仕立て、・大学生・専門学校

生の部…B１判、縦型、発泡パネル貼仕立

て、・高校生の部…B２判、縦型、発泡パ

ネル貼仕立て（発泡パネルの厚さは 15㎜

以内。作品が剥がれないよう、しっかり貼

付けて提出）。

　▼出品料／無料。

　▼提出／応募用紙に勤務先名または所属

学校名、氏名、作品のコンセプト等、必要

事項を記入し、応募用紙に記載の案内に従

って提出（送付、持込みのいずれでも可）。

　【授与賞と副賞】

　〇グランプリ・中部経済産業局長賞／

1名（賞金 10 万円）、〇優秀賞［一般の

部］愛知県知事賞、岐阜県知事賞／ 2名

（賞金 2万円）、［大学生・専門学校生の部］

三重県知事賞、石川県知事賞／ 2名（賞

金 2万円）、［高校生の部］中日新聞社賞、

全日本印刷工業組合連合会会長賞／ 2名

（賞金 2万円）、〇特別賞：名古屋市長賞、

愛知県教育委員会賞、岐阜県教育委員会賞、

三重県教育委員会賞、名古屋市教育委員会

賞、中部デザイン団体協議会会長賞、中部

広告制作協会賞、愛知県印刷工業組合理事

長賞、岐阜県印刷工業組合理事長賞、三重

県印刷工業組合理事長賞、石川県印刷工業

組合理事長賞、富山県印刷工業組合理事長

賞／各 1名（ギフトカード 5千円分）、〇

協賛会社賞／若干名（ギフトカード 5千

円分）。

　●審査日／ 9月中旬

　●入賞・入選発表／ 9月末日

　■本誌がお手元に届くころは、お盆休

みが始まる頃かと思います。暦の都合で 9

連休になる会社もあるようです。先般の

10 連休に続いての大型連休ですので、十

分な骨休めになればいいのですが、皆さん

のところはいかがですか…。ただ、8月半

ばといえば猛暑の最中だと思いますので、

くれぐれも熱中症には気を付けていただき

たいものです。■印刷営業士の資格取得の

ための印刷営業講座と印刷営業技能審査認

定試験の日程が発表されました。また、こ

れとは別に国家認定になる技能士（後期は

DTP）の認定試験も始まります。何れの

資格も取得すれば営業士、技能士を名乗る

ことができ、生涯にわたっての大きな財産

となります。また、会社にとっても大きな

プラスであることは間違いありません。是

非、チャレンジしてみてください。今月号

では紹介できませんでしたので次号に詳報

します。

　名古屋紙商事㈱（鬼頭正二郎社長）の創

業者であり特別顧問の鬼頭正男氏は、5月

22 日 93 歳の長寿を全うされ逝去された。

故人を「偲ぶ会」が 7月 16 日午前 11 時

30 分より、名古屋マリオットアソシアホ

テル 16階「タワーズボールルーム」にお

いて行なわれ、多くの人が献花に訪れ冥福

を祈った。

作品募集：テーマ「輪」
応募期間：8月20日(火)〜9月7日(土)
応募部門：一般／大学・専門学校／高等学校の3部門
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